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研究要旨 

 在宅、産科クリニックでの輸血の問題点に保管や搬送時の血液製剤の品質管理がある。
今回、active transport refrigerator(ATR)を用いて、主に産科クリニックでの保管や車
両搬送に関する基礎検討を行い、問題ないことを確認した。 

 
A.目的 
 小規模医療機関による在宅輸血の導入に
際して、適切な血液保管、血液搬送が障碍
要因の一つである。今回、院内に血液を在
庫している産科クリニックに協力を得て、
(1)血液保管による品質の変化をATRと血液
専用保冷庫で比較すると共に、(2)血液の保
管・車両搬送について、最適な保管・搬送
手段を検討したので報告する。 
B.研究方法 
(1)産科クリニックにて、赤血球液 RBC 備蓄
のために ATR（N-4）と血液専用保冷庫（N=3）
にて保管し、血液の品質（血液検査、LD,AST,
乳酸、アンモニア）を比較した。 
(2) ATR（対照群）、クーラーボックス、発
泡スチロール（研究群）にて RBC を車両搬
送（1－2時間）し、血液の品質（搬送後 LD、
輸血セット通過後のLD）を比較した。また、
ATR と血液専用保冷庫、家庭用冷蔵庫での
RBC 保管に対する保管後 LD,輸血セット通
過 LDを比較した。 
（倫理面への配慮） 
特段ないが、院内倫理委員会の承認済み。 
C.結果（進捗状況） 
(1) 産科クリニックで RBC 備蓄を ATR、血
液専用保冷庫で行い、問題なく温度管理さ
れていることを確認し、血液の品質におい
て両群間では大きな差が認められなかった
（アンモニアにおいて、ATR 群の方が有意に
低かった）。 
(2) 車両搬送では、温度管理不備状態では、
搬送後 LD,輸血セット通過後 LD の増加が認
められるが、適切な温度管理下での搬送で

あれば、ATR 群と同等の結果が得られた。ATR
での血液保管は、血液専用保冷庫での保管
は同等の結果（保管後 LD,輸血セット通過後
LD）であったが、家庭用冷蔵庫の保管では
保管後 LDが著明に増加した。 
Ｄ．考察 
(1) 産科クリニックでの血液備蓄にATRは有
効に使用できることを確認できた。未使用
時、有効期限内での返品再利用は可能であ
ると判断できるが、人的、経済的負荷が考
えられるため、さらなる臨床研究が必要で
ある。 
(2) ATRは、在宅での血液保管、車両搬送で
は有用で、温度管理した発泡スチロールで
の車両搬送は、ATRの代行手段になりえる。 
Ｅ．結論 
 在宅輸血、産科クリニックの血液保管や
車両搬送には ATR は有用である。 
Ｇ．研究発表 
 1.  論文発表 
令和元年度の研究成果は、論文4報、著 
作物1報（下記参照） 
 2.  学会発表 
令和元年度の研究成果は、第68回日本輸 
血細胞治療学会にて令和２年5月28日発 
表予定（札幌、誌上発表） 
Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
  （予定を含む。） 
1. 特許取得   なし 
 2. 実用新案登録 なし 
3.その他     なし 
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―小規模医療機関における血液製剤の運搬・管理体制への提言― 
 

    分担研究者     藤田浩１） 
研究協力者     三根堂２） 

１） 東京都立墨東病院 輸血科 
２） 献血供給事業団 

 
 
１． 小規模医療機関における血液製剤の保管 

 
（１） 血液製剤は、血液専用保冷庫にて保管すべきである。 
（２） 可搬型血液冷蔵庫(active transport refrigerator; 以下、ATRと略す)は小規模医療機関での血

液保管には有用である１－４）。 
（３） 家庭用冷蔵庫では血液の保管は適さない５）。 
（４） 血液専用保冷庫を有さない小規模医療機関では、医師会などと連携し、血液専用保冷庫を有する医療

機関での保管場所の提供を受ける６）。 
（５） 医薬品用冷蔵庫での血液保管に関しての報告はない。 
 
 

２． 在宅輸血における患家への搬送方法 
（１） 医療機関から患家への血液搬送は往診の順番などに配慮し、30分以内に心がける。 
（２） 車両、自転車、徒歩などで搬送する際には、血液が収納された血液搬送バッグを強く揺らさないように心掛

ける（車両・自転車の場合は、安全運転する）７）。 
（３） ATRは血液搬送には有用である６－７）。 
（４） ATRを有さない医療機関では、以下の方法を勧める７）。 

１） 搬送バッグの中で、血液バッグが振動などで動かないように配慮する。 
２） 搬送バッグの中では、1～2個の場合、保冷剤2個で挟む８）。 
３） 搬送バッグの蓋に、蓄冷剤を貼付することを勧める６）。 
４） 搬送バッグがない場合、発泡スチロールで、上記１～３）を遵守し、使用する８）。 
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データの要約 
 
小規模医療機関における血液製剤の保管 

 
（１） 血液製剤は、血液専用保冷庫にて保管すべきである。 

根拠：血液製剤の使用指針に従っている。 
 

（２） 可搬型血液冷蔵庫(active transport refrigerator; 以下、ATRと略す)は小規模医療機関での血液保管
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には有用である。 
根拠：小笠原村診療所でATRにて保管された血液を有効期限内に東京都立墨東病院で返品・再利用している。
副作用はない。 
 

（３） 家庭用冷蔵庫では血液の保管は適さない。 
根拠：家庭用冷蔵庫では、扉があき、庫内温度が上昇すると、冷風孔から冷気が噴出し、庫内温度を下げようと
する。冷風口で温度測定すると、－10℃程度となり、冷風孔に置いた血液は溶血した。 
 

（４） 血液専用保冷庫を有さない小規模医療機関では、医師会などと連携し、血液専用保冷庫を有する医療機関で
の保管場所の提供を受ける。 
根拠：在宅輸血している4診療所の協力のもと、訪問監査やアンケート調査から、１医療機関で、保管場所として、
他の医療機関の血液専用保冷庫を借りて運用していた。交差適合試験の結果が出て、患家まで搬送するまでの
一時保管に利用していた。 
 

（５） 医薬品用冷蔵庫での血液保管に関しての報告はない。 
根拠：開閉の多い医薬品用冷蔵庫の庫内温度は2℃付近までに下がっており、開閉の少ない場合は、血液専用
保冷庫と同じ程度の温度管理されている。しかし、医薬品用冷蔵庫での血液保管実験は、その使用を是認する誤
解を与える可能性があり、倫理的に実施していない。 

 
 
在宅輸血における患家への搬送方法 
 
（１） 医療機関から患家への血液搬送は往診の順番などに配慮し、30分以内に心がける。 

根拠：血液製剤の使用指針による、30分ルールに基く。 
 

（２） 車両、自転車、徒歩などで搬送する際には、血液が収納された血液搬送バッグを強く揺らさないように心掛ける
（車両・自転車の場合は、安全運転する）。 
根拠：血液は強い振動により溶血するので、振動に配慮した搬送を心がける。 

 
（３） ATRは血液搬送には有用である。 

根拠：温度管理されていることから、振動を配慮した搬送であれば、30分ルールから逸脱した時間をかけても問題
はない。 
 

（４） ATRを有さない医療機関では、以下の方法を勧める。 
１） 搬送バッグの中で、血液バッグが振動などで動かないように配慮する。 

根拠：搬送バッグ内で血液が動くと、強い振動となり、血液は溶血する。 
 

２） 搬送バッグの中では、1～2個の場合、保冷剤2個で挟む。 
根拠：温度管理とともに、はさむことで血液が搬送により動きにくくなる。 
 

３） 搬送バッグの蓋に、蓄冷剤を貼付することを勧める。 
根拠：血液搬送が専門でない医療従事者では、確実な温度管理をした方が安全であり、保冷剤2個で挟み、
蓋に蓄冷剤を貼付することで安定した温度管理が可能となる。 
 

４） 搬送バッグがない場合、発泡スチロールで、上記（４）の１～３）を遵守し、使用する。 
根拠：医療機関では、少数の搬送バッグを購入することは困難である。発泡スチロールが代用することで温度
管理が十分できる。 

 


